
○前夫（児童扶養手当の支給対象となっている児童の父）、又は前妻（児童扶養手当の支給対象となっている
児童の母）から受け取った養育費について、裏面の記入要領に従い、記入してください。

○前夫又は前妻等が複数いる場合には、それぞれの者ごとに申告書を作成してください。

上記のとおり相違ありません。

令和　　　　年　　　　月　　　　日

280,000 円 0 円
※養育費の受取がない方は、小計と合
計の欄にのみ０とご記入ください

280,000 円

（注）備考欄には具体的金品名を記載し、金額については相当額を記入すること。

氏 名

受付年月日 令和 年 月 日 市担当者氏名 印　　

１１月 30,000 円 0 円

合計

１２月 30,000 円 0 円

小計

９月 30,000 円 0 円

１０月 30,000 円 0 円

７月 30,000 円 0 円

８月 30,000 円 0 円

５月 0 円 0 円

６月 100,000 円 0 円

３月 0 円 0 円

４月 0 円 0 円

備　　　　考

１月 0 円 0 円

２月 0 円 0 円

養育費等に関する申告書

養育費の支払義務者の氏名
※前夫、前妻等の氏名をご記入ください。

※離婚している方は、離婚日をご記入ください。平成・令和　　　　年　　　　月

受け取った年 令和　　　　　６　　　　　年分

母(又は父）への養育費の額 児童への養育費の額

山梨 太郎
４ ６

離婚の場合は、離婚日を記入して下さい。

「養育費の支払義務者の氏名」欄には、受給資格者本人もしくは児童に

養育費を支払っている方（前夫又は前妻等）の名前を記入して下さい。
※養育費を受け取っていない場合は未記入でも差し支えありません。

養育費の支払義務者が複数いる場合は、それぞれの者に
ついて申告書を作成してください。
（用紙が足りない方は、追加の用紙をお渡ししますので、
提出時、職員にお声掛けください）

前年（令和６年１月から１２月）に受け取った養育費を記入

してください。
※養育費の８割を所得に加算し、支給金額を算出します
ので、正確に申告してください。
養育費の定義については、裏面をご参照ください。

養育費をもらっていない場合は、「０」円
と記入してください。

提出年月日、氏名を記入してください。

記入不要です。

7 ８ ４

甲府 花子


